
Nakanoshima 中之島ブランドの数々
もつと豊かに、もつと美味しく。肥沃な大地が育んだ中之島ブランドをどうぞ。

土のぬくもりと人のあたたかさを感じる逸品揃いです。   ..__.

″
長岡市なかのしま観光&マ ップ

中之島マスコットキャラクター「なかのんJ

|コ シ ヒ カ リ

かつては米供出量日本―を誇つた中之島.今も広大

な蒲原平野で良質なコシヒカリが生産されていま

す。肥沃な信濃川流域に広がる稲↑地帯で すくす

くと育つた米は広く全国へと出荷されていま九

1日
三TTオ去巧ミ

無農薬栽培て 安心 安全な食生活を求めるこ―ズ
にもびつた|′ .「こまつみどりJ'ランドで市場に送
られています.

真っ白な切リロと `シ ヤキシヤキ'と した歯ざわりが好

評て 全国ブランドになった自慢のれんこんで丸 ビタミ

ンや食物繊維がメ  穴が空いていて先が・見通せる・

ことから緑起物として正月料理によく使われます。

膵
豊饒の大地の栄養分をたつぶり合んだ里い0.土
の香りがたくましい味わいです。

■きのこ
厳しい温度と湿度管理により出荷されるしいたけや

しめしなと.さ まざまな料理に使われていま丸

|ャわ肛ねぎ

色自 しなやか、みずみずしさで人気。まっすぐに

育つた中之島のわぎはその名のとll● り 越後美人の

やわ肌のような手ぎわりです.

ヽ
．

|れ んそん面「連の/L」

美容と健康に良いと言われている・ 大口れんこス′

を使つたワイン風のお酒で■ ほどよい甘さがあり

食前酒に最適です。冷やすとなお―層おいしく楽し

めま丸

雪産農家が 内の旨味 コク 脂の質にとことんこ

だわったまろやかな味が特徴です。

F~
鮮やかな縁と独自の香りが食欲をそそる 中之島の
にら.スタミナアップに。

太陽の意みを浴びて育つた中之島の梨なすは 深
紫色の美しい色つやと 果肉のみずみずしさが特徴
でヽ

ヽ
　
す
・

中之島地域

キえ島産 |(い がたイ・ キ

長岡市中之島支所産業建設課

〒954-0192

新潟県長岡市中之島788
TEL(0258)61-2013  FAX(0258)66-2238
http:〃 www.cty.nagaoka.nilgatajp/kankou/
E―mall:nknsm sangyo@cly.nagaoka.lgjp

●交通のご案内

」R長岡駅大手回11番線より約25分

北陸自動車道中之島見附ICよ り約5分
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